
                          因果関係に関する 次の記述のう ち妥当なのはどれか。

１ ． 仮定さ れた発症要因と ， ある 疾病に因果関係がある と 断定する ための十分条件は，

仮定さ れた発症要因と その疾病の間に観察研究によ って関連が認めら れる こ と で

ある 。

２ ． 因果関係がある と 判断する ためには， 要因曝露が罹患よ り 時間的に前である こ と

が必要条件である 。 こ れは関連の整合性と 呼ばれる 。

３ ． 食塩摂取量が多いほど胃がんの罹患率が高いこ と が分かれば， 食塩摂取と 胃がん

の因果関係を強く 示唆する こ と になる 。 こ れは関連の普遍性と 呼ばれる 。

４ ． ウ イ ルス X に感染し なければ疾病 A に罹患せず， ウ イ ルス X に感染すれば免疫が

ない者は全員疾病 A を発症する こ と が分かれば， ウ イ ルス X と 疾病 A と の因果関

係を強く 示唆する こ と になる 。 こ れは関連の特異性と 呼ばれる 。

５ ． 交絡因子は， 発症要因には強く 影響する が疾病には全く 影響を与えない因子であ

り ， 交絡因子がある と 発症要因と 疾病と の間に因果関係がある よ う に見える 。

　　　　　 　　専門試験（保健師）　　　　 　　

 正答　4 

［例題1］



                   　 健康日本２  １（ 第三次） で設定さ れた具体的目標に関する 次の記述のう ち妥

当なのはどれか。

１ ． 健康寿命については， 男性は ７０ 歳， 女性は ７３ 歳を目標値と し ている 。

２ ． 適正体重を維持し ている 者の増加（ 肥満， 若年女性のやせ， 低栄養傾向の高齢者

の 減少） に つい て は， BMI １８．５ 以上 ２５ 未満（ ６５ 歳以上は BMI ２０  を 超え ２５ 未

満） の者の割合 ５０ ％を目標値と し ている 。

３ ． 骨粗鬆症検診受診率の向上については，７５ ％を目標値と し ている 。

４ ． 睡眠時間が十分に確保でき ている 者の増加については， 睡眠時間が６ ～９ 時間

（ ６０ 歳以上については， ６ ～８ 時間） の者の割合 ３０ ％を目標値と し ている 。

５ ． 野菜摂取量の増加については， １ 日当たり の野菜摂取量の平均値 ３５０ g を目標値

と し ている 。

［例題2］

 正答　5 


